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5. 有理数 ･ 実数指数の定義



定義定義

II-13702

分数を指数にもつ累乗の定義分数を指数にもつ累乗の定義

で， ， が整数， のとき，

とくに，

【定義の背景】
指数法則 が， ，

のときにも成り立つものとし， と表されるは
ずの正の数を考えると，

より，
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例　 例　 
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「指数の拡張の必要性」について　 「指数の拡張の必要性」について　 

　たとえば，半減期の の時間が経過したとき，放

射性物質は，どれ位に減っているだろうか．
あるいは，放射性物質の量が となるのは，半減

期何回分の時間が経過したときだろうか．

半減期 半減期
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指数の列と累乗の列 指数の列と累乗の列 
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指数が有理数のときの指数法則指数が有理数のときの指数法則

　 ， で， ， が有理数のとき，
次の指数法則が成り立つ．
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有理数を指数にもつ数の計算例有理数を指数にもつ数の計算例
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実数を指数にもつ累乗の定義実数を指数にもつ累乗の定義

　たとえば， は，

， ， ， ， ， ，

のように に近づく有理数を指数とする の累乗の列
， ， ，
， ， ，

の値が，限りなくある一定の値に近づいていくので，こ
の値をもって と定める．

このようにして，任意の実数 に対して が定義
される．指数を実数にまで拡張したときも指数法則が
同じように成り立つ．




